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☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。 広報きたかた　2023. 11　②

　
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
る

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数

は
、全
国
で
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。会
津
児
童
相
談
所
へ
の
相
談

件
数
は
、令
和
４
年
度
で
３
４
１

件
と
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。※

１

　
児
童
虐
待
が
起
こ
る
要
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
、家
庭
環
境
の
複
雑

化
や
育
児
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ど
う
し
て

い
い
か
分
か
ら
ず
、悩
み
を
抱
え

た
結
果
、児
童
虐
待
に
繋
が
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
家
庭
環
境
や
時
代
背
景
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
あ
っ

て
起
き
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、ど

こ
の
家
庭
に
も
起
こ
り
得
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
被
害
者
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、虐
待
し

て
し
ま
う
保
護
者
も
精
神
的
な

部
分
で
は
被
害
者
と
い
え
ま
す
。

早
い
段
階
で
育
児
の
悩
み
を
解

決
す
る
こ
と
は
、児
童
虐
待
の
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、周
囲
の
方
々
の
協
力
が
必

要
で
す
。

　
協
力
の
１
つ
に
通
告（
相
談
や

通
報
）が
あ
り
ま
す
。通
告
す
る

こ
と
で
、育
児
に
困
っ
て
い
る
保

護
者
へ
、市
や
関
係
機
関
の
支
援

を
届
け
る
た
め
の
手
助
け
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、通

告
し
た
方
の
情
報
が
第
三
者
に

伝
わ
る
こ
と
は
な
い
う
え
、結
果

と
し
て
虐
待
で
な
か
っ
た
場
合

で
責
任
を
問
わ
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
だ
け
で

は
な
く
、保
護
者
、ま
た
は
保
護

者
に
代
わ
る
人
の
悩
み
や
、不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
、市
や
関
係

機
関
、そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が

一
体
に
な
っ
て
、児
童
虐
待
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

広報きたかた　2023. 11　③

子
ど
も
を
守
る「
気
づ
き
」

子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
る

児
童
虐
待
の
無
い
社
会
へ

通
告
が
保
護
者
の
手
助
け
に

児童虐待は大きく４種類

※１　出典：福島県ホームページ「県児童相談所における児童虐待相談の状況」

身体的虐待

心理的虐待

ネグレクト（養育放棄）

性的虐待

殴る、蹴るなどの暴力
や、戸外に締め出す、あ
ざ・やけどなどの外
傷を負わせるなど

罵声を浴びせる、
おびえさせる、目の前
で家族に対する暴力や
暴言を行うなど

適切な衣食住の世話を
しない、病院に連れて
　　行かないなど

　　性的暴行、性的な
刺激を与える、ポルノ
グラフィなどの被写体
にするなど

通告で伝えるべきこと
①虐待が疑われた状況

②その世帯に関すること

いつ、どこで、誰から、どうされたか
など分かる範囲で具体的に。

情報が多いほど、
世帯に合った対
応をスムーズに
行うことができ
ます。

「児童虐待・DV では？」

　　　　と感じたら連絡を

連絡機関 連絡先
社会福祉課
子ども家庭総合支援班 ☎(23 )5028

会津児童相談所 ☎0242 (23)1400

児童相談所虐待対応
ダイヤル ☎189

DV 相談ナビ ☎#8008

喜多方警察署 ☎(22 )5111

女性相談専用メール

11 月はオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン
～あなたしか　気づいてないかも　そのサイン～

令和５年度 親子の絆講演会
「親子の関係性のために ― ペアレント・トレーニングの実践から ―」

内容  親子の関係性改善に期待される「ペアレント・トレーニング」の講演会を開催します。
日時  11 月 17 日 ( 金 ) 午後１時 30 分～３時 30 分
場所  アイデミきたかた２階 介護人材養成室　　講師  県中央児童相談所 判定課長 宍戸 府子 氏
対象  市内在住の方、保育施設・学校・その他関係機関の支援者
定員  60 人　　参加費  無料
申込期限  11 月 10 日 ( 金 )
申し込み方法  電話、または FAX（24）5286、メール jido@city.kitakata.fukushima.jp に必要事項
①氏名②連絡先③所属（関係機関の方のみ）を明記のうえ、申し込んでください。

塗り絵作品の展示 精研式ペアレント・トレーニング
内容  未来を担う子どもの笑顔を守る願いを
込めて、市内保育施設園児による塗り絵作品
の展示を行います。
期間  11 月中
場所  アイデミきたかたロビー

内容  子どもへの伝え方・接し方を学び、親子関
係の改善を目指す、全６回のプログラムです。詳
しくは市ホームページで確認してください。
日時  第１回…12 月 13 日（水） 午前９時 30 分～
11 時 30 分。第２回以降は市ホームページで確認
してください。
場所  第二会議室 ( 本庁舎３階 )　定員  ８人
対象  ①子育て中の保護者（３～ 10 歳程度）
②こども園・学校などの職員 ③各関係機関・各
支援事業所などの職員
申込期限   11 月 24 日 ( 金 )

社会福祉課  子ども家庭総合支援班 ☎（23）5028申問
子ども虐待防止

オレンジリボン運動
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平
成
17
年
11
月
13
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、令
和
５
年
８
月

１
日（
同
日
ま
で
に
本
市
に
転
入

の
届
け
出
を
し
た
方
を
含
む
）か

ら
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
本
市

に
居
住
し
て
い
る
方

市
内
で
転
居
し
た
方

10
月
21
日
以
降
に
市
内
で
転

居
届（
異
な
る
投
票
区
に
異
動
し

た
場
合
に
限
る
）を
出
し
た
方

は
、転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方

　
７
月
12
日
以
降
に
転
出
届
を

出
し
た
方
は
、「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」は
、市
民
課

お
よ
び
各
総
合
支
所
住
民
課
で

発
行
し
ま
す
。

８
月
２
日
以
降
に
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
市
に
転
入
し
た
方

　
前
住
所
地
の
市
町
村
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
各
有
権
者

宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。投
票
す
る

際
に
は
、入
場
券
を
持
参
の
う

え
、指
定
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、無
投
票
の
場
合
は
入
場

券
を
郵
送
し
ま
せ
ん
。

　
選
挙
期
間
中
に
他
の
市
区
町

村
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る

方
は
、滞
在
先
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
が
、事
前

に
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、不
在

者
投
票
が
で
き
る
病
院
や
施
設

に
入
院
、入
所
し
て
い
る
方
は
、

本
人
が
そ
の
病
院
な
ど
に
申
し

出
れ
ば
そ
の
場
所
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

（
在
宅
投
票
）の
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
添
付
の
う
え
、郵
便
等

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

投
票
で
き
な
い
方

投
票
所
入
場
券

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

期日前投票
11 月３日（金･祝）～ 11 日（土）

　投票日に投票できない見込みの
方は、期日前投票ができます。入場
券を持参のうえ、以下の投票所で
投票してください。
期日前投票所・時間

【本　庁　舎】
午前 8 時 30 分～午後 8 時 
市民ロビー ( 本庁舎ホール棟１階 ) 

【各総合支所】
午前 8 時 30 分～午後８時 
熱塩加納公民館第６研修室
塩川総合支所ロビー
山都総合支所コミュニティホール
高郷総合支所メモリアルルーム　
※11 月 9 日 ( 木 ) は時間指定の期日
前投票所を設置します。その他選
挙の詳細については市ホームペー
ジをご覧ください。

福島県議会議員一般選挙
（喜多方市耶麻郡選挙区）

投　票　日
告　示　日
定　　　数
投 票 時 間

開票開始時刻
開 票 場 所

１１月１２日（日）
１１月　２日（木）
２人
喜多方・塩川地区の全投票所………………午前７時～午後７時
熱塩加納・山都・高郷地区の全投票所……午前７時～午後６時
※投票所を閉じる時刻を繰り上げます。

午後８時２０分
押切川公園体育館メインアリーナ

選挙管理委員会事務局  ☎（24）5258問

内
容  

健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、地

方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全

で
あ
る
か
ど
う
か
を
表
す
指

標
と
し
て
、｢

地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律｣

に
基
づ
き
毎
年
度
の
決

算
に
つ
い
て
計
算
し
、公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ

く
各
指
標
は
、い
ず
れ
も
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、令
和
３
年
度
決
算
に

基
づ
く
比
率
と
比
較
す
る
と
、

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は

７
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま

し
た
。

　
な
お
、以
下
に
示
す
早
期
健

全
化
基
準
お
よ
び
財
政
再
生

基
準
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年

度
決
算
分
に
対
応
す
る
基
準

で
す
。

  

財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

問

◆健全化判断比率 （単位：％）

区 分 令和４年度決算
に基づく比率

令和３年度決算
に基づく比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.75 20.0

連結実質赤字比率 － － 17.75 30.0

実質公債費比率 6.3 6.8 25.0 35.0

将来負担比率 61.0 53.1 350.0

◆資金不足比率 （単位：％）

会 計 名 令和４年度決算
に基づく比率

令和３年度決算
に基づく比率 経営健全化基準

工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

－ － 20.0

－ － 20.0

－ － 20.0

水 道 事 業 会 計

下　水　道　事　業　会　計

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」と表示しています。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ｢財

政健全化計画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上
になると、公営企業会計ごとに「経営健全化計画」の策定が必要になり、議会の議決も必要
となります。

実質赤字比率
　一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
将来負担比率
　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
資金不足比率
　一般会計などの実質赤字額にあたる公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率 
※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的な一般財源の額を
　示します。

【指標の内容】
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平
成
17
年
11
月
13
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、令
和
５
年
８
月

１
日（
同
日
ま
で
に
本
市
に
転
入

の
届
け
出
を
し
た
方
を
含
む
）か

ら
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
本
市

に
居
住
し
て
い
る
方

市
内
で
転
居
し
た
方

10
月
21
日
以
降
に
市
内
で
転

居
届（
異
な
る
投
票
区
に
異
動
し

た
場
合
に
限
る
）を
出
し
た
方

は
、転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方

　
７
月
12
日
以
降
に
転
出
届
を

出
し
た
方
は
、「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」は
、市
民
課

お
よ
び
各
総
合
支
所
住
民
課
で

発
行
し
ま
す
。

８
月
２
日
以
降
に
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
市
に
転
入
し
た
方

　
前
住
所
地
の
市
町
村
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
入
場
券
を
各
有
権
者

宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。投
票
す
る

際
に
は
、入
場
券
を
持
参
の
う

え
、指
定
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、無
投
票
の
場
合
は
入
場

券
を
郵
送
し
ま
せ
ん
。

　
選
挙
期
間
中
に
他
の
市
区
町

村
に
一
時
的
に
滞
在
し
て
い
る

方
は
、滞
在
先
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
が
、事
前

に
郵
便
で
の
請
求
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
病
気
そ
の
他
の
理
由
で
、不
在

者
投
票
が
で
き
る
病
院
や
施
設

に
入
院
、入
所
し
て
い
る
方
は
、

本
人
が
そ
の
病
院
な
ど
に
申
し

出
れ
ば
そ
の
場
所
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

（
在
宅
投
票
）の
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
添
付
の
う
え
、郵
便
等

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

投
票
で
き
な
い
方

投
票
所
入
場
券

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
で
の

不
在
者
投
票

期日前投票
11 月３日（金･祝）～ 11 日（土）

　投票日に投票できない見込みの
方は、期日前投票ができます。入場
券を持参のうえ、以下の投票所で
投票してください。
期日前投票所・時間

【本　庁　舎】
午前 8 時 30 分～午後 8 時 
市民ロビー ( 本庁舎ホール棟１階 ) 

【各総合支所】
午前 8 時 30 分～午後８時 
熱塩加納公民館第６研修室
塩川総合支所ロビー
山都総合支所コミュニティホール
高郷総合支所メモリアルルーム　
※11 月 9 日 ( 木 ) は時間指定の期日
前投票所を設置します。その他選
挙の詳細については市ホームペー
ジをご覧ください。

福島県議会議員一般選挙
（喜多方市耶麻郡選挙区）

投　票　日
告　示　日
定　　　数
投 票 時 間

開票開始時刻
開 票 場 所

１１月１２日（日）
１１月　２日（木）
２人
喜多方・塩川地区の全投票所………………午前７時～午後７時
熱塩加納・山都・高郷地区の全投票所……午前７時～午後６時
※投票所を閉じる時刻を繰り上げます。

午後８時２０分
押切川公園体育館メインアリーナ

選挙管理委員会事務局  ☎（24）5258問

内
容  

健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、地

方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全

で
あ
る
か
ど
う
か
を
表
す
指

標
と
し
て
、｢

地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律｣

に
基
づ
き
毎
年
度
の
決

算
に
つ
い
て
計
算
し
、公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ

く
各
指
標
は
、い
ず
れ
も
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、令
和
３
年
度
決
算
に

基
づ
く
比
率
と
比
較
す
る
と
、

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、０
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
、

将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は

７
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま

し
た
。

　
な
お
、以
下
に
示
す
早
期
健

全
化
基
準
お
よ
び
財
政
再
生

基
準
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年

度
決
算
分
に
対
応
す
る
基
準

で
す
。

  

財
政
課  

財
政
班

☎（
24
）５
２
１
３

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

問

◆健全化判断比率 （単位：％）

区 分 令和４年度決算
に基づく比率

令和３年度決算
に基づく比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － － 12.75 20.0

連結実質赤字比率 － － 17.75 30.0

実質公債費比率 6.3 6.8 25.0 35.0

将来負担比率 61.0 53.1 350.0

◆資金不足比率 （単位：％）

会 計 名 令和４年度決算
に基づく比率

令和３年度決算
に基づく比率 経営健全化基準

工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

－ － 20.0

－ － 20.0

－ － 20.0

水 道 事 業 会 計

下　水　道　事　業　会　計

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」と表示しています。｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ｢財

政健全化計画｣や｢財政再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。経営健全化基準以上
になると、公営企業会計ごとに「経営健全化計画」の策定が必要になり、議会の議決も必要
となります。

実質赤字比率
　一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率
　一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
将来負担比率
　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
資金不足比率
　一般会計などの実質赤字額にあたる公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率 
※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的な一般財源の額を
　示します。

【指標の内容】
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県
内
59
市
町
村
が
出
場
し
た

「
第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟

式
野
球
大
会
」に
お
い
て
、喜
多

方
市
チ
ー
ム
は
９
月
９
日（
土
）

に
第
１
回
戦
で
石
川
町
と
戦
い

ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
終
始
粘

り
強
く
戦
い
ま
し
た
が
、１
回
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
１
回
戦（
あ
づ
ま
球
場
）

　
喜
多
方
市
０
ー
６
石
川
町

皆
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
９
月
30
日（
土
）と
10
月
１
日

（
日
）の
両
日
、長
野
県
下
諏
訪
町

で「
第
32
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
下
諏
訪
大
会
」が
開
催
さ

れ
、男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部
に

出
場
し
た「
さ
ゆ
り
〜
ず
」が
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
全
国
26
市
町
村

か
ら
１
１
１
ク
ル
ー
が
出
場
し
、

優
勝
を
か
け
白
熱
し
た
レ
ー
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部

「
さ
ゆ
り
〜
ず
」第
５
位

▽
女
子
１
６
０
歳
以
上
の
部

「
さ
す
け
ネ
ガ
ッ
タ
」予
選
敗
退

▽
議
会
議
員
の
部

「
喜
多
方
市
議
会
」予
選
敗
退

▽
男
女
混
合
の
部

「
喜
商
Ｏ
Ｂ

×

さ
ゆ
り

〜
ず
」予
選

敗
退

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室

☎（
24
）５
３
２
７

問

樗　の　会

内容　毎月１回の定例
句会や吟行を楽しみま
す。詠んだ句を福島民報
やほっとねっとに発表
し、各種俳句大会への参
加や、蔵の町喜多方俳句
の集いを主催していま
す。

対象 成人の方
志田  公司 ☎（23）1285問申

社会教育関係団体紹介

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今

回
は
発
熱
の
話
で
す
。新
型
コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
も
あ
り
、「
熱
が
あ
る
の
で
、

解
熱
薬
が
ほ
し
い
」と
希
望
す

る
方
が
多
い
で
す
が
、そ
も
そ

も
風
邪
を
引
い
た
時
に
出
る
熱

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
感
染
症
に
か
か
っ
た
と
き
の

発
熱
は
、動
物
界
で
は
一
般
に

広
く
み
ら
れ
る
現
象
で
す
。恒

温
動
物
で
あ
る
哺
乳
類
や
鳥
類

は
も
ち
ろ
ん
熱
を
出
し
ま
す

が
、自
分
の
体
で
熱
を
生
み
出

せ
な
い
爬
虫
類
や
両
生
類
、魚

類
、甲
殻
類
、昆
虫
で
さ
え
、感

染
症
に
か
か
る
と
暖
か
い
場
所

に
移
動
し
、熱
を
蓄
え
て
体
を

温
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
研

究
か
ら
、感
染
症
の
時
の
発
熱

は
、数
億
年
前
か
ら
動
物
に
備

わ
っ
て
い
る
生
体
防
御
反
応
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
発
熱
し
た
状
態
で
は
、好
中

球
と
い
う
白
血
球
の
活
動
が
平

熱
の
時
よ
り
も
は
る
か
に
活
発

に
な
り
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

と
い
う
抗
ウ
イ
ル
ス
物
質
が
よ

り
多
く
作
ら
れ
、よ
り
効
果
的

に
働
く
よ
う
に
な
る
な
ど
、体

の
免
疫
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
が

強
化
さ
れ
ま
す
。解
熱
薬
の
影

響
を
調
べ
た
研
究
で
は
、感
染

症
の
時
に
解
熱
薬
を
使
い
す
ぎ

る
と
病
気
の
治
り
が
悪
く
な
っ

た
り
、か
え
っ
て
症
状
が
強
く

な
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、風
邪
の
時
に
解
熱

薬
を
使
っ
て
い
け
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。熱
に
伴
う
不

快
感
が
強
く
、つ
ら
く
て
休
め

な
い
、眠
れ
な
い
時
な
ど
に
は
、

頓
用
で
解
熱
薬
を
使
い
、体
の

負
担
を
軽
く
し
て
体
を
休
め
た

方
が
い
い
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。ぐ
っ
た
り
し
て
食
事
が

と
れ
な
い
、つ
ら
く
て
動
け
な

い
よ
う
な
状
態
の
発
熱
も
、我

慢
せ
ず
に
お
医
者
さ
ん
に
相
談

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師 武田 　仁

数
億
年
前
か
ら
続
く

　
　
　
　
　発
熱
の
恩
恵

保健課  健康推進室   ☎（24）5223問

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

　
９
月
21
日（
木
）、新
地

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、第
45
回
少
年
の

主
張
福
島
県
大
会
が
行
わ

れ
、喜
多
方
市
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
４
人

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、氷

室
心
都
さ
ん（
山
都
中
３

年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
氷
室
さ
ん
は
、自
身
の

闘
病
生
活
を
経
て
、幸
せ

の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
と
考
え
、幸
せ
は
誰
に

で
も
掴
む
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
し
ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
大
会
で
の
主

張
か
ら
更
に
練
習
を
重
ね

た
成
果
が
感
じ
ら
れ
、

堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い

発
表
で
し
た
。

発
表
の
全
文
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

  

生
涯
学
習
課  

生
涯
学

習
係

☎（
24
）５
３
１
８

〜
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）強
化
月
間
〜

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）

　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息で
はなく睡眠中に突然死亡してしまう病気です。
　ＳＩＤＳの予防方法は確立していませんが、３
つのポイントを守ることで発症率が低くなる
データがあります。
　12 月以降の冬期に発症する傾向が高くなって
います。赤ちゃんをＳＩＤＳから守るために、理
解を深めましょう。

母乳育児がおすすめです あおむけに寝かせましょう

タバコに気を付けましょう

　母乳で育てられている赤ちゃんの
ほうがＳＩＤＳの発生率が低いとい
うことが研究で分かっています。
　人工乳が直接的な原因となるとは
言えませんが、できるだけ母乳で育
てることがおすすめです。

　母乳で育てられている赤ちゃんの
ほうがＳＩＤＳの発生率が低いとい
うことが研究で分かっています。
　人工乳が直接的な原因となるとは
言えませんが、できるだけ母乳で育
てることがおすすめです。

　１歳になるまでは、医学上の理由
でうつぶせ寝を勧められている場合
以外は、あおむけに寝かせましょう。
ＳＩＤＳだけではなく、睡眠中の窒
息事故を防ぐうえでも有効です。

　１歳になるまでは、医学上の理由
でうつぶせ寝を勧められている場合
以外は、あおむけに寝かせましょう。
ＳＩＤＳだけではなく、睡眠中の窒
息事故を防ぐうえでも有効です。

　たばこは SIDS 発生の大きな危険因子です。妊婦の喫煙はもちろん、妊婦や赤
ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。受動喫煙だけではなく、喫煙によって発
生した煙や成分は、手や肌、家具や壁紙、子どもの玩具にも付着し、空気中に再遊
離します。また、煙が出ない加熱式たばこでは、加熱時に有害化学物質が発生し
ていることも報告されているため、注意が必要です。

　たばこは SIDS 発生の大きな危険因子です。妊婦の喫煙はもちろん、妊婦や赤
ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。受動喫煙だけではなく、喫煙によって発
生した煙や成分は、手や肌、家具や壁紙、子どもの玩具にも付着し、空気中に再遊
離します。また、煙が出ない加熱式たばこでは、加熱時に有害化学物質が発生し
ていることも報告されているため、注意が必要です。

問 少
年
の
主
張
福
島
県
大
会

市
代
表

氷
室
さ
ん（
山
都
中
）が
優
秀
賞

　今回、少年の主張の発表をする中で、自分自身をよく見つめ直すこと
ができました。
　内容にもあった「私を支えてくれている人々」にこの主張を届けるこ
とができたこと、そして、私の想像を遥かに超える方々にこの主張を届
けることができたことが、本当に嬉しいです。大勢の人の前で発表する
経験を通して、大きく成長することができたと思います。
　福島県大会で優秀賞という結果をいただくことができたのも、周囲
の支えがあったからだと思います。そして、主張を聴いてくださった皆
さん、本当にありがとうございました。

▲少年の主張
　（市ホーム
　　ページ）

※社会教育関係団体の紹介は
市ホームページに掲載しています。

第
32
回
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
下
諏
訪
大
会
結
果

第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
結
果

と

おうち

こ

▲市ホームページ
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県
内
59
市
町
村
が
出
場
し
た

「
第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟

式
野
球
大
会
」に
お
い
て
、喜
多

方
市
チ
ー
ム
は
９
月
９
日（
土
）

に
第
１
回
戦
で
石
川
町
と
戦
い

ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
終
始
粘

り
強
く
戦
い
ま
し
た
が
、１
回
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
１
回
戦（
あ
づ
ま
球
場
）

　
喜
多
方
市
０
ー
６
石
川
町

皆
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
９
月
30
日（
土
）と
10
月
１
日

（
日
）の
両
日
、長
野
県
下
諏
訪
町

で「
第
32
回
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
下
諏
訪
大
会
」が
開
催
さ

れ
、男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部
に

出
場
し
た「
さ
ゆ
り
〜
ず
」が
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
全
国
26
市
町
村

か
ら
１
１
１
ク
ル
ー
が
出
場
し
、

優
勝
を
か
け
白
熱
し
た
レ
ー
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
男
子
１
６
０
歳
以
上
の
部

「
さ
ゆ
り
〜
ず
」第
５
位

▽
女
子
１
６
０
歳
以
上
の
部

「
さ
す
け
ネ
ガ
ッ
タ
」予
選
敗
退

▽
議
会
議
員
の
部

「
喜
多
方
市
議
会
」予
選
敗
退

▽
男
女
混
合
の
部

「
喜
商
Ｏ
Ｂ

×

さ
ゆ
り

〜
ず
」予
選

敗
退

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室

☎（
24
）５
３
２
７

問

樗　の　会

内容　毎月１回の定例
句会や吟行を楽しみま
す。詠んだ句を福島民報
やほっとねっとに発表
し、各種俳句大会への参
加や、蔵の町喜多方俳句
の集いを主催していま
す。

対象 成人の方
志田  公司 ☎（23）1285問申

社会教育関係団体紹介

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、今

回
は
発
熱
の
話
で
す
。新
型
コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
も
あ
り
、「
熱
が
あ
る
の
で
、

解
熱
薬
が
ほ
し
い
」と
希
望
す

る
方
が
多
い
で
す
が
、そ
も
そ

も
風
邪
を
引
い
た
時
に
出
る
熱

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
感
染
症
に
か
か
っ
た
と
き
の

発
熱
は
、動
物
界
で
は
一
般
に

広
く
み
ら
れ
る
現
象
で
す
。恒

温
動
物
で
あ
る
哺
乳
類
や
鳥
類

は
も
ち
ろ
ん
熱
を
出
し
ま
す

が
、自
分
の
体
で
熱
を
生
み
出

せ
な
い
爬
虫
類
や
両
生
類
、魚

類
、甲
殻
類
、昆
虫
で
さ
え
、感

染
症
に
か
か
る
と
暖
か
い
場
所

に
移
動
し
、熱
を
蓄
え
て
体
を

温
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
研

究
か
ら
、感
染
症
の
時
の
発
熱

は
、数
億
年
前
か
ら
動
物
に
備

わ
っ
て
い
る
生
体
防
御
反
応
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
発
熱
し
た
状
態
で
は
、好
中

球
と
い
う
白
血
球
の
活
動
が
平

熱
の
時
よ
り
も
は
る
か
に
活
発

に
な
り
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

と
い
う
抗
ウ
イ
ル
ス
物
質
が
よ

り
多
く
作
ら
れ
、よ
り
効
果
的

に
働
く
よ
う
に
な
る
な
ど
、体

の
免
疫
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
が

強
化
さ
れ
ま
す
。解
熱
薬
の
影

響
を
調
べ
た
研
究
で
は
、感
染

症
の
時
に
解
熱
薬
を
使
い
す
ぎ

る
と
病
気
の
治
り
が
悪
く
な
っ

た
り
、か
え
っ
て
症
状
が
強
く

な
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、風
邪
の
時
に
解
熱

薬
を
使
っ
て
い
け
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。熱
に
伴
う
不

快
感
が
強
く
、つ
ら
く
て
休
め

な
い
、眠
れ
な
い
時
な
ど
に
は
、

頓
用
で
解
熱
薬
を
使
い
、体
の

負
担
を
軽
く
し
て
体
を
休
め
た

方
が
い
い
場
合
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。ぐ
っ
た
り
し
て
食
事
が

と
れ
な
い
、つ
ら
く
て
動
け
な

い
よ
う
な
状
態
の
発
熱
も
、我

慢
せ
ず
に
お
医
者
さ
ん
に
相
談

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」
医  師 武田 　仁

数
億
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前
か
ら
続
く
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熱
の
恩
恵

保健課  健康推進室   ☎（24）5223問

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

　
９
月
21
日（
木
）、新
地

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、第
45
回
少
年
の

主
張
福
島
県
大
会
が
行
わ

れ
、喜
多
方
市
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
４
人

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、氷

室
心
都
さ
ん（
山
都
中
３

年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
氷
室
さ
ん
は
、自
身
の

闘
病
生
活
を
経
て
、幸
せ

の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

だ
と
考
え
、幸
せ
は
誰
に

で
も
掴
む
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
し
ま
し
た
。

　
喜
多
方
市
大
会
で
の
主

張
か
ら
更
に
練
習
を
重
ね

た
成
果
が
感
じ
ら
れ
、

堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い

発
表
で
し
た
。

発
表
の
全
文
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
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覧
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た

だ
け
ま
す
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乳
幼
児
突
然
死
症
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群（
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Ｓ
）強
化
月
間
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乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）

　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息で
はなく睡眠中に突然死亡してしまう病気です。
　ＳＩＤＳの予防方法は確立していませんが、３
つのポイントを守ることで発症率が低くなる
データがあります。
　12 月以降の冬期に発症する傾向が高くなって
います。赤ちゃんをＳＩＤＳから守るために、理
解を深めましょう。

母乳育児がおすすめです あおむけに寝かせましょう

タバコに気を付けましょう

　母乳で育てられている赤ちゃんの
ほうがＳＩＤＳの発生率が低いとい
うことが研究で分かっています。
　人工乳が直接的な原因となるとは
言えませんが、できるだけ母乳で育
てることがおすすめです。

　母乳で育てられている赤ちゃんの
ほうがＳＩＤＳの発生率が低いとい
うことが研究で分かっています。
　人工乳が直接的な原因となるとは
言えませんが、できるだけ母乳で育
てることがおすすめです。

　１歳になるまでは、医学上の理由
でうつぶせ寝を勧められている場合
以外は、あおむけに寝かせましょう。
ＳＩＤＳだけではなく、睡眠中の窒
息事故を防ぐうえでも有効です。

　１歳になるまでは、医学上の理由
でうつぶせ寝を勧められている場合
以外は、あおむけに寝かせましょう。
ＳＩＤＳだけではなく、睡眠中の窒
息事故を防ぐうえでも有効です。

　たばこは SIDS 発生の大きな危険因子です。妊婦の喫煙はもちろん、妊婦や赤
ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。受動喫煙だけではなく、喫煙によって発
生した煙や成分は、手や肌、家具や壁紙、子どもの玩具にも付着し、空気中に再遊
離します。また、煙が出ない加熱式たばこでは、加熱時に有害化学物質が発生し
ていることも報告されているため、注意が必要です。

　たばこは SIDS 発生の大きな危険因子です。妊婦の喫煙はもちろん、妊婦や赤
ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう。受動喫煙だけではなく、喫煙によって発
生した煙や成分は、手や肌、家具や壁紙、子どもの玩具にも付着し、空気中に再遊
離します。また、煙が出ない加熱式たばこでは、加熱時に有害化学物質が発生し
ていることも報告されているため、注意が必要です。

問 少
年
の
主
張
福
島
県
大
会

市
代
表

氷
室
さ
ん（
山
都
中
）が
優
秀
賞

　今回、少年の主張の発表をする中で、自分自身をよく見つめ直すこと
ができました。
　内容にもあった「私を支えてくれている人々」にこの主張を届けるこ
とができたこと、そして、私の想像を遥かに超える方々にこの主張を届
けることができたことが、本当に嬉しいです。大勢の人の前で発表する
経験を通して、大きく成長することができたと思います。
　福島県大会で優秀賞という結果をいただくことができたのも、周囲
の支えがあったからだと思います。そして、主張を聴いてくださった皆
さん、本当にありがとうございました。

▲少年の主張
　（市ホーム
　　ページ）

※社会教育関係団体の紹介は
市ホームページに掲載しています。

第
32
回
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
下
諏
訪
大
会
結
果

第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
結
果

と

おうち

こ

▲市ホームページ
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、問へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

今月の納期

30日 国民健康保険税５期
30日 後期高齢者医療保険料４期

内
容
11
月
10
日（
金
）は
児
童

扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　
個
別
に
支
給
通
知
書
は
送
付

し
ま
せ
ん
の
で
、通
帳
の
記
帳

に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

入
金
時
刻
は
金
融
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

問
申
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
多
子
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、保
育

料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
18
歳
未
満
の
児
童
が
３

人
以
上
い
る
世
帯
で
第
３
子
以

降
の
児
童
の
う
ち
、令
和
５
年

４
月
１
日
時
点
で
の
年
齢
が
３

歳
未
満
で
あ
る
児
童
の
保
育
料

を
納
付
し
て
い
る
保
護
者

補
助
額

①
認
可
施
設
へ
納
付
し
て
い
る

場
合
…
月
額
保
育
料
の
全
額
、

ま
た
は
２
分
の
１

②
認
可
外
施
設
へ
納
付
し
て
い

る
場
合
…
月
額
１
万
５
千
円
、

ま
た
は
月
額
保
育
料
の
２
分
の

１
の
い
ず
れ
か
低
い
額

申
請
方
法
保
護
者
の
印
鑑
、

通
帳
、（
認
可
外
施
設
へ
納
付
し

て
い
る
場
合
は
、領
収
書
）を
持

参
し
、窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

※
認
可
施
設
へ
納
付
し
て
い
る

保
護
者
に
は
、案
内
文
を
送
付

し
ま
す
。

受
付
期
間
11
月
６
日（
月
）～

30
日（
木
）

交
付
方
法
年
２
回
に
分
け
て

交
付
し
ま
す
。

※
保
育
料
に
未
納
が
あ
る
場
合

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
申
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

対
象
者
次
の
項
目
全
て
に
該

当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方

②
成
績
が
優
秀
で
健
康
な
方

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
方

④
他
の
団
体（
日
本
学
生
支
援

機
構
や
県
な
ど
）か
ら
奨
学
資

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

貸
与
額（
月
額
）

◆
高
等
学
校･･･

３
万
円
以
内

◆
高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
、

専
門
学
校･･･

４
万
円
以
内

◆
大
学
、短
期
大
学･･･

５
万

円
以
内

貸
与
期
間
進
学
・
進
級
を
予

定
す
る
学
校
の
正
規
の
修
業
期

間
内償還（

返
済
）期
間
卒
業
の
１

年
後
か
ら
、最
長
15
年
以
内

提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書（
在
学
し
て
い

る
学
校
、ま
た
は
窓
口
で
取
得

で
き
ま
す
）

②
奨
学
生
推
薦
調
書（
在
学
し

て
い
る
、ま
た
は
在
学
し
て
い

た
学
校
の
校
長
が
作
成
す
る
調

書
）

③
所
得
証
明
書（
就
学
者
を
除

く
、年
金
受
給
者
等
を
含
む
世

帯
全
員
分
）

採
用
人
数
４
人
程
度
※
選

考
・
審
査
に
よ
り
貸
与
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限  

12
月
28
日（
木
）

そ
の
他
奨
学
金
償
還
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は　

商
工
課
☎（
24
）５
２
３
３
へ
問

補
助
・
支
援

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業
費

補
助
金

令
和
６
年
度
市
奨
学
資
金

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ
土・日　正午

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時45分
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い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
申
教
育
総
務
課
教
育
総

務
係

☎（
24
）５
３
０
４

内
容
基
準
日（
６
月
１
日
）時

点
で
、住
民
税
非
課
税
世
帯（
世

帯
全
員
が
課
税
者
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
の
み
の
世
帯
を
除

く
）の
う
ち
、65
歳
以
上
の
み
の

世
帯
、重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
受
給
世
帯
、児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
、生
活
保
護
受
給
世

帯
に
対
し
て
、一
世
帯
当
た
り

６
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
原
則
、申
請
は
不
要
で
す
の

で
、通
知
が
届
い
た
方
は
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
社
会
福
祉
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
班

☎（
24
）５
２
５
７

内
容
﹁
喜
多
方
市
一
般
廃
棄

物
処
理
事
業
運
営
審
議
会
﹂
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

公
募
人
数
３
人（
男
性
、女
性

各
１
人
以
上
）※
選
考
あ
り

任
期
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格

①
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
平
日
の
日
中
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方

③
こ
の
審
議
会
以
外
に
３
つ
以

上
の
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

（
審
議
会
、検
討
委
員
会
な
ど
）

で
な
い
方

応
募
方
法
任
意
の
様
式
に

﹁
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
運
営

審
議
会
委
員
希
望
﹂と
明
記
し
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話

番
号
、職
業
、簡
単
な
経
歴
、応

募
動
機
を
記
入
の
う
え
、郵
送
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
）９
５
７
１

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
11
月
１
日（
水
）～

30
日（
木
）

問
申
市
民
生
活
課
環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５

令
和
５
年
度
物
価
高
騰
対
応

緊
急
支
援
臨
時
特
別
給
付
金

募　
集

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
運
営

審
議
会
委
員

収入保険に加入して不測の事態に備えましょう

※収入保険とナラシ対策に重複して加入することはできません。
問申  農業振興課 経営企画係 ☎（24）5277

福島県収入保険加入促進事業
内容  令和６年から初めて収入保険に加入しようとする農業者が、自然災害や新型コロナウイルス感染

症などの影響により、令和４年の収入と過去の収入を比較して 10％以上減少した場合、保険料の３分の
１を助成します。
※交付には一定の要件がありますので、詳しくは問い合わせてください。
問申  福島県農業共済組合 会津支所 収入保険課 ☎ 0241（23）5144

項　目 収　入　保　険

内 容 保険期間の収入が基準収入の９割を下回った場合に、下回った額の９割（支払率）を上限とし
て補てん（保険期間：1 年）

対 象 品 目 全品目（米・野菜・果樹・花きなど）　※肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は対象外

対 象 者 青色申告を行っている農業者（個人・法人）
※新規加入の場合は、申請時に青色申告実績が４年分（最低でも保険期間の前年１年分以上）必要

申 請 期 限 令和５年 12 月末（継続の場合は 11 月末）

自己負担額
保険料、積立金
基準収入（農業者ごとの過去５年間の平均収入をもとに設定）に応じて設定
基準収入 500 万円の場合、保険料・積立金・付加保険料（事務費）は合計で約 17 万円 
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石堂ホール

HALL

明治27新館・多目的貸ホール明治27新館・多目的貸ホール

歴史をつむぎ

明日を彩る空間

会議・集会・各種イベント

最大３０名・テーブル椅子

喜多方市字六枚長4220－4

旧東高校通用門から北200ｍ

お問合わせ：090－1791－3270

募　
　
集

ス
マ
ホ
教
室

内
容
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
方
法
や﹁
の
る
ー
と
喜
多
方
﹂

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ａ
ｕ

以
外
を
利
用
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
11
月
７
日（
火
）
①
午

前
10
時
30
分
②
午
前
11
時
30

分
※
各
回
30
分
程
度

定
員
各
回
１
人

場
所
ａ
ｕ
ス
タ
イ
ル
喜
多
方

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
地
域
振
興
課
き
た
か

た
ぐ
ら
し
推
進
室

☎（
24
）５
２
７
５

わ
く
わ
く
市
政
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク

内
容
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や

子
ど
も
た
ち
の
未
来
な
ど
に
つ

い
て
、市
長
と
お
話
し
ま
せ
ん

か
。対話

時
間
１
人（
組
）25
分
以

内
。※
団
体
は
５
人
程
度
。

日
時
12
月
19
日（
火
）
午
前

10
時
～
11
時
25
分

場
所
市
長
公
室

申
込
期
限
12
月
５
日（
火
）

問
申
企
画
調
整
課
広
報
広

聴
係

☎（
24
）５
２
０
６

喜
多
方
准
看
護
高
等
専
修
学

校
令
和
６
年
度
生
徒（
Ⅰ
期
）

内
容
来
春
４
月
の
入
学
生（
一

般
、社
会
人
）を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
程
12
月
６
日（
水
）

出
願
期
間
11
月
21
日（
火
）～

29
日（
水
）

申
し
込
み
方
法
入
学
願
書
・

受
験
票
な
ど
を
本
校
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
書（
入
学
願
書
）な
ど

は
、学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま
た
は
本
校

（
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
２
階
）で

取
得
で
き
ま
す
。

問
申
喜
多
方
准
看
護
高
等
専

修
学
校

☎（
22
）１
２
１
９

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

第
二
種
電
気
工
事
士（
実
技
）

下
期

日
時
11
月
22
日（
水
）、30
日

（
木
）、12
月
７
日（
木
）、13
日

（
水
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
５
５
０
０
円

教
材
費
１
３
２
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
11
月
６
日（
月
）

ス
マ
ホ
で
で
き
る
！
か
ん
た

ん
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

日
時
12
月
12
日（
火
）、19
日

（
火
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
４
３
０
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
11
月
27
日（
月
）

建
築
配
管
作
業（
技
能
検
定

実
技
試
験
対
策
）

日
時
12
月
14
日（
木
）、15
日

（
金
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料
４
３
０
０
円

定
員
10
人

申
込
期
限
11
月
27
日（
月
）

申
し
込
み
方
法
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
訓
練
放
送

内
容
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し

た
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。　

　
Ｆ
Ｍ
防
災
ラ
ジ
オ
、屋
外
拡

声
設
備
な
ど
に
よ
り
訓
練
放
送

が
流
れ
ま
す
。

日
時
11
月
15
日（
水
）午
前
11

時問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
室

☎（
24
）５
２
２
１

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

内
容
12
月
１
日（
金
）は
、全

国
で
住
生
活
総
合
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
住
生
活
の
安
定
・
向

上
に
関
わ
る
施
策
を
推
進
す
る

う
え
で
必
要
な
調
査
で
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
10
月
に
実
施
し
た﹁
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
﹂
に
回
答

し
た
世
帯
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ

た
世
帯

▲  喜多方准看護
高等専修学校
ホームページ

▲  テクノアカデミー
会津ホームページ
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調
査
方
法
11
月
下
旬
か
ら
郵

送
で
調
査
票
が
配
布
さ
れ
ま
す

の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
、ま
た
は
郵

送
に
よ
り
回
答
し
て
く
だ
さ

い
。

問
都
市
整
備
課
営
繕
住
宅
係

☎（
24
）５
２
４
６

安
全
・
安
心
の
喜
多
方
米

ス
テ
ッ
カ
ー
を
無
料
配
布

内
容
喜
多
方
産
米
の
安
全
・

安
心
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、県
の

検
査
に
加
え
、市
独
自
に
よ
る

市
内
３
０
０
カ
所
の
放
射
性
物

質
検
査
を
実
施
し
、Ｐ
Ｒ
ス
テ

ッ
カ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

　
米
穀
販
売
業
者
や
米
を
直
接

販
売
し
て
い
る
農
家
に
無
料
で

配
布
し
ま
す
の
で
、随
時
、申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
農
業
振
興
課
経
営
企

画
係

☎（
24
）５
２
３
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課

ありがとうございます
ふるさと納税（寄附）への協力

　令和５年度の寄附状況は９月末現在で、1,367 人
の方から 4,013 万 7,000 円お寄せいただきました。
　ご協力誠にありがとうございます。

問申  企画調整課 企画調整班  ☎（24）5209

アイデミきたかた屋内遊び場めごぷらざ  イベント案内
「スラックライン体験会」

内容  全国大会で入賞多数の現役中学生スラックラインライダー・安藤雫さんを
講師に迎え、スラックライン体験会を開催します。
日時  11 月４日（土） 第１クール 午前 10 時～11 時 15 分 

　　　　　　　　　 第２クール 午前 11 時 45 分～午後 1 時
対象  めごぷらざ利用者 ※先着順。土、日、祝日のみ定員 75 人のう

ち 30 人までの事前予約（専用サイトのみ）を受け付けています。
参加料  無料（居住地が喜多方市・北塩原村・西会津町以外の方は、

1 歳以上の子どものみ利用料がかかります）

「こどもまんなかベビービクス体験会」
内容  赤ちゃん自身の自然な運動発達の促進につながるベビービクスの体験会を開催します。
日時  11 月 21 日（火） 第１クール（はいはい期）午前 10 時～11 時 15 分

　　　　　　　　　  第２クール（ねんね期）午前 11 時 45 分～午後 1 時
対象  次の親子が対象です。①はいはい期（概ね生後６～12 カ月）、②ねんね期（概

ね生後２～５カ月）※医師に運動を制限されていない方に限る
定員  ①、②いずれも６組※応募多数の場合は抽選
参加料  無料（居住地が喜多方市・北塩原村・西会津町以外

の方は、1 歳以上の子どものみ利用料がかかります）
募集期間  11 月１日（木）～12 日（日）
応募方法  電話、または応募フォーム、氏名・子どもの月齢・

住所・電話番号・希望クール・運動禁忌の有無を記入し
FAX（23）6295、のいずれかで応募してください。

問申 こども課 ひとづくり・交流拠点複合施設 ☎（24）5295

▲ PR ステッカー

▲  めごぷらざ
予約サイト

▲  ベビービクス体験会
応募フォーム
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内
容
日
中
、保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
留
守
家
庭
に
な
る

児
童
を
対
象
に
、学
校
の
授
業

終
了
後
の
生
活
の
場
を
提
供

し
、遊
び
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
﹁
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
﹂
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
各
実
施
施
設
に
配
置

の
﹁
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
の
ご
案

内
﹂で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
保
護
者
が
就
労
な
ど
に

よ
り
日
中
に
い
な
い
家
庭
の
小

学
校
就
学
児
童

経
費

①
月
額
２
０
０
０
円（
同
時
に

兄
弟
姉
妹
で
利
用
の
場
合
、２

人
目
以
降
か
ら
児
童
１
人
に
つ

き
月
額
１
０
０
０
円
）

※
口
座
振
替
で
の
納
入
に
な
り

ま
す
。

②
諸
経
費  

月
額
７
５
０
円（
２

カ
月
分
、ま
た
は
４
カ
月
分
ご

と
に
ま
と
め
て
納
入
に
な
り
ま

す
）

③
そ
の
他  

保
護
者
会
費
な
ど

申
し
込
み
方
法
各
施
設
に
あ

る
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
可
）を
、窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
11
月
６
日（
月
）～

30
日（
木
）

受
付
時
間
日
曜
、祝
日
を
除

く  

午
後
１
時
～
６
時

※
各
総
合
支
所
窓
口
は
土
、日
、

祝
日
を
除
く  

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

問
申
各
実
施
施
設
︑ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課

　　　　　　　　令和６年度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
登
録
申
請
受
け
付
け
開
始

放課後児童クラブの一覧
児童クラブ名 実施施設 電話番号 定員 対象学区 受入学年
中 央 中央児童館 ☎（22）1766 70 人

第一小
１～３

し き み
第一小学校内

☎（22）1851 100 人 １～６
ＮＴＴ喜多方ビル内

喜 多 方
喜多方児童クラブ館

☎（22）8055 100 人 第二小 １～６
第二小学校内

松 山 松山児童クラブ館 ☎（23）2191 60 人 松山小 １～６
上 三 宮 上三宮児童クラブ館 ☎（23）1367 40 人 上三宮小 １～６
岩 月 岩月児童クラブ館 ☎（23）1368 50 人 第三小 １～６
関 柴 関柴児童館 ☎（22）1190 40 人 関柴小 １～６
熊 倉 熊倉児童クラブ館 ☎（25）7729 50 人 熊倉小 １～６
慶 徳 慶徳児童クラブ館 ☎（24）2485 50 人 慶徳小 １～６
豊 川 豊川児童クラブ館 ☎（24）2590 50 人 豊川小 １～６

熱 塩 加 納 伝田館内 熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2112 40 人 熱塩小

加納小 １～６

塩 川
塩川児童クラブ館

塩川総合支所住民課
☎（27）2019

180 人 塩川小 １～６
塩川保健福祉センター

堂 島 堂島児童クラブ館 40 人 堂島小 １～６
姥 堂 姥堂小学校内 25 人 姥堂小 １～６
駒 形 駒形児童クラブ館 50 人 駒形小 １～６

や ま と 山都小学校内 山都総合支所住民課
☎（38）3821 35 人 山都小 １～６

高 郷 高郷児童クラブ館 高郷総合支所住民課
☎（44）2113 40 人 高郷小 １～６

※実施施設および募集人員などは、変更になることがあります。
※募集人員を超えた場合は、低学年を優先、または選考により決定します。

令和６年 4 月～令和７年 3 月
※日・祝日および年末年始などを
除く

下校時～午後 6 時
※土曜日および春・夏・冬休み期間
は午前８時～午後６時

除く

下校時～午後 6 時
実施時間

令和６年 4 月～令和７年 3 月
実施期間
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申
込
書
な
ど
の
配
布

　
窓
口
、各
公
立
こ
ど
も
園
、ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

入
所
申
し
込
み

■
申
込
期
間 

次
の
期
間
の
開

庁（
所
）日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

①
１
次
受
付
…
11
月
６
日（
月
）

～
30
日（
木
）

②
２
次
受
付
…
12
月
１
日（
金
）

～
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

※
２
次
申
込
者
は
、１
次
申
込
者

の
残
枠
で
の
入
所
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法 

申
込
書
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
類
に
不
備
が
あ
る
場

合
は
、申
込
書
を
受
理
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
の
入
所
が
保
留

に
な
っ
て
い
る
方
も
、令
和
６
年

度
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
千
草
幼
稚
園
、い
ず
み
幼
稚

園
、ま
た
は
し
お
か
わ
幼
稚
園

へ
１
号
認
定
と
し
て
入
園
す
る

場
合
は
、直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
園

へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

教
育
・
保
育
給
付
認
定

　
教
育
・
保
育
施
設
を
利
用
す

る
場
合
は
、教
育
・
保
育
給
付

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
教
育
・
保
育
給
付
認
定
に

は
、子
ど
も
の
年
齢
や
保
育
の

必
要
性
に
応
じ
て
、３
つ
の
区

分
が
あ
り
ま
す
。
認
定
申
請
は

入
所
申
し
込
み
と
同
時
に
行
い

ま
す
。

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
保
育（
２・３
号
認
定
）を
利
用

す
る
場
合
は
、次
の
い
ず
れ
か

の
事
由
に
す
べ
て
の
保
護
者
が

該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
１
カ
月
64
時
間
以
上
の
就
労

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

④
親
族
の
常
時
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
・
起
業
準
備

⑦
就
学
・
職
業
訓
練

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

⑨
育
児
休
業
取
得
時
の
子
ど
も

の
継
続
利
用

⑩
そ
の
他
、市
長
が
認
め
る
場

合問
申 

こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

新
入
児
童（
園
児
）募
集

令和 6 年度

■教育・保育給付認定の区分など
認定区分 対象年齢 認定内容や利用時間

１号認定
満３歳以上

・教育を希望する場合（教育標準認定）
・１日４時間程度

２号認定 ・保育を必要とする事由に該当し、保育を希望する場合
・ 保育認定事由により、保育標準時間 （1 日最大 11 時間）または保育短時間

（１日最大８時間）３号認定 満３歳未満

■教育・保育施設などの一覧
（【 】内の数字は定員数（予定）、対象児童の年齢基準日は令和６年４月 1 日時点）

種　別 対象施設名 対象児童 認定区分
幼稚園 私　

立

千草幼稚園【60】 満３～５歳児 １号
認定こども園
（幼稚園型）

いずみ幼稚園【39】、しおかわ幼稚園【80】
（令和 6 年 4 月に幼稚園から認定こども園へ移行予定） 満３～５歳児 １号

２号

認定こども園
（幼保連携型）

公　
立

第一こども園【90】、第二こども園【80】、第四こども園【80】 満３～５歳児 １号
２号

第三こども園【60】、姥堂こども園【55】 ２～５歳児 １号
２号
３号

すぎっここども園【66】、堂島こども園【70】、
駒形こども園【65】、山都こども園【90】、高郷こども園【50】 ０～５歳児

認可保育所
私　
　
　
立

道光保育所【50】、さくらっこ保育園【60】、
東町のびやか保育園【120】、塩川のびやか保育園【90】、
どんぐりの森【60】、たんぽぽ保育園【60】、
ドレミ保育園【70】、木 ‘ ｓ保育園【60】、
きらり保育園―塩川ドレミー【60】

０～５歳児 ２号
３号

こころ幼児保育園（仮称）【20】（令和 6 年 4 月に開園予定） ３～５歳児 ２号

小規模
保育施設

きっずはうす【18】、こすもす保育園【19】、こころ保育園【19】、
塩川すこやか育児園【16】、おひさま保育園【19】、
ミニテル保育園「こびとのチャペル」【18】 ０～２歳児 ３号

事業所内保育施設 東町さつき保育園【19】
※ 上記の定員数は申し込み状況などにより変動する場合があります。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

お
知
ら
せ

２
０
２
４
年
版
福
島
県
民

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

内
容
月
間
・
週
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
表
、県
内
観
光
施
設
の
割

引
パ
ス
ポ
ー
ト
、そ
の
他
県
内

行
事
予
定
な
ど
を
多
数
掲
載
し

た
一
冊
で
す
。

仕
様
大
き
さ
…
８
㌢
×
14
㌢
、

色
…
２
色（
ネ
イ
ビ
ー
、ま
た
は

ソ
フ
ト
ブ
ラ
ッ
ク
）

価
格
７
７
０
円（
税
込
）

問
申
情
報
政
策
課
情
報
統

計
係

☎（
24
）５
２
１
０
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

期
間
11
月
15
日（
水
）～
21
日

（
火
）

内
容
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

電
話
相
談
の
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

時
間
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時（
土
・
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

問
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

年　
　
金

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

年
金
の
日
で
す

内
容
ご
自
身
の
年
金
記
録
や

年
金
見
込
額
を
確
認
し
、将
来

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
﹁
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
﹂
を
利

用
す
る
と
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、ご
自
身
の
年
金
記
録

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定

し
た
う
え
で
、年
金
見
込
額
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

問
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

内
容
国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、被
保
険
者
本
人
の
国

民
年
金
保
険
料
を
ご
家
族
の
方

が
納
付
し
た
場
合
も
、ご
家
族

の
方
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
本
人
あ
て
に
送
付
さ

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

発
送
時
期
次
の
日
程
で
日
本

年
金
機
構
か
ら
﹁
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
﹂
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
令
和
５
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
方
に
は
、令
和
５
年

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
頃

②
令
和
５
年
10
月
１
日
～
12
月

31
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
方
に
は
、令
和
６
年

２
月
上
旬
頃（
①
の
対
象
者
は

除
く
）

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

年
金
出
張
相
談

日
時
12
月
14
日（
木
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場
所
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

相
談
時
間
１
人
30
分
程
度

※
事
前
に
予
約
し
た
方
の
み
利

用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、予
定

人
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

問
申
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）５
３
２
１

※
市
外
局
番
の
掛
け
間
違
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
年
金
相
談

受
付
時
間
・
月
曜
日（
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

税11
月
11
日
~
17
日
は

﹁
税
を
考
え
る
週
間
﹂

内
容
生
活
と
税
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま

な
税
情
報
の
提
供
や
、税
務
行

政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
機
会
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
税
に
関
す

る
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、税
理
士
に
よ
る
無
料
電

話
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、税

に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
税
の
広
場

日
時
11
月
11
日（
土
）～
19
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

９
時
※
17
日（
金
）は
除
く

場
所
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多

方
店
２
階
特
設
会
場

展
示
作
品

●
小
学
生
…﹁
税
に
関
す
る
習

字
﹂
全
作
品
、﹁
納
税
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
入
賞
作
品
、﹁
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

入
賞
作
品

●
中
・
高
校
生
…﹁
税
に
関
す

る
作
文
﹂優
秀
作
品

税
理
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

日
時
11
月
11
日（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

申
し
込
み
方
法
喜
多
方
税
務

署
管
内
の
各
税
理
士
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス﹁
２
番
﹂）

▲ ねんきん
　 ネット
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内
容  

事
業
者
向
け
の「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」を
開
催

し
ま
す
。事
前
予
約
制
で
す
の

で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時
11
月
９
日（
木
）

○
課
税
事
業
者
の
方
向
け

午
前
10
時
〜
正
午

○
免
税
事
業
者
の
方
向
け

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所  

喜
多
方
税
務
署
２
階

会
議
室

※

「
登
録
要
否
相
談
会
」の
事

前
予
約
は
、随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
　    

喜
多
方
税
務
署
調
査

部
門

☎（
24
）５
０
５
７

情報ステーション

問
申

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会

税

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み

　
家
庭
生
活
で
生
じ
た
も
の

で
、指
定
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

袋
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋

に
入
ら
な
い
家
具
、自
転
車
な

ど
の
大
型
ご
み
を
有
料
で
収

集
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
で
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品(

テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン)

、パ

ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
で

処
理
が
困
難
な
ご
み
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
各
家
庭
に
配
付
の「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
保

存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法
な
ど

　
所
定
の
申
請
書
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
）

申
込
期
間
11
月
６
日（
月
）〜

10
日（
金
）

収
集
日
11
月
27
日（
月
）〜
12

月
１
日（
金
）

①
申
請
の
際
に
１
点
５
０
０

円
、１
０
０
０
円
、１
５
０
０

円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
必

要
数
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
け
入
れ
で
き
る
数
は
１

世
帯
に
つ
き
７
点
ま
で
。

③
指
定
日
の
午
前
８
時
30
分

ま
で
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
た
ご
み
を
申
請
者
本
人

が
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
専
用
の
収
集
車
で
収
集
し

ま
す
。時
間
は
指
定
で
き
ま
せ

ん
。

費
用
の
免
除
制
度

満
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

（
別
世
帯
の
65
歳
未
満
の
同
居

者
が
い
る
場
合
は
対
象
外
）、

生
活
保
護
世
帯
、18
歳
未
満
の

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
母

子
世
帯
、身
体
障
が
い
者
の
み

の
世
帯
な
ど
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
収
集
費
用
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
市
民
生
活
課  

環
境
政

策
推
進
室

☎（
24
）５
２
８
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

問
申

　　　家庭の
粗大ごみ収集
　　　家庭の
粗大ごみ収集

11月

祝二十歳を祝う会を開催します
日時  令和６年１月７日 ( 日 )

●受付 午後０時 30 分   ●式典 午後１時 30 分
●記念行事 午後２時 10 分
 会場  喜多方プラザ大ホール
 対象者  平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれの方
申し込み方法

① 令和５年 10 月１日現在、市内に住民票がある方、または令和４年３月１日～令和５年９月 30 日に市外
　 に住民票を異動 ( 転出 ) した方
※11 月上旬に案内状 ( 通常はがき ) を郵送します。案内状が届かない場合は、②の方法で申し込んでください。
② ①に該当しない方には案内状を送付していませんので、出席を希望する方
　 は、市ホームページの申し込みフォームから申し込みいただくか、電話で
　 問い合わせてください。
申込期限  11 月 30 日（木）
出席する方へ  当日の入場制限は行いません。ご家族・ご親戚の方も入場できます。

　　　生涯学習課 生涯学習係 ☎（24）5318問申
▲申し込み
　QR コード



広報きたかた　2023. 11　⑯☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

申
込
期
間
11
月
１
日（
水
）〜

14
日（
火
）

※

今
回
の
募
集
で
入
居
決
定

者
が
い
な
い
住
宅
は
、11
月
24

日（
金
）〜
令
和
６
年
１
月
10

日（
水
）の
間
、随
時
、入
居
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
方
法  

窓
口
に
備
え

付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
予
定
日
11
月
22
日

（
水
）

入
居
開
始
予
定
日
12
月
７
日

（
木
）

※

家
賃
は
収
入
な
ど
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

　
　
　
都
市
整
備
課  

営
繕
住

宅
係

☎（
24
）５
２
４
６
ま
た
は
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

問
申

○高齢者・障がい者世帯優先住宅

地域 団地名 部屋番号、階数、間取り
（※単＝単身入居可）

岩月町 下台団地 5 号棟 513 号( 1 階) 3DK ※単

豊川町 菅井団地 3 号棟 312 号( 1 階) 3DK

塩川町
恵比寿喜田団地 60 号棟 4 号( 1 階) 3DK ※単

御殿場団地 9 号棟 102 号( 1 階) 2LDK ※単

○入居者を募集する一般住宅

地域 団地名 部屋番号、階数、間取り
（※単＝単身入居可）

松山町 大荒井団地 3 号棟 331 号( 3 階) 3LDK
5 号棟 542 号( 4 階) 2LDK

豊川町 一ノ堰団地 7 号棟 80 号( 3 階) 3K ※単
8 号棟 100 号( 4 階)3K ※単

岩月町 下台団地 4 号棟 432 号( 3 階) 3DK ※単

豊川町 菅井団地
3 号棟 314 号( 1 階)3 DK
4 号棟 442 号( 4 階)3 DK
5 号棟 531 号( 階) 3DK

塩川町 御殿場団地 1 号棟 301 号( 階) 3LDK
8 号棟 401 号( 4 階) 3LDK

山都町
北松ノ前団地 1- 4 号( 木造平屋建)3 LDK

2- 9 号( 木造平屋建)3DK

松ヶ丘団地 B - 9 号( 木造 2 階建) 3LDK

旧喜多方 改良住宅 1 号棟 7 号( 2 階) 2K ※単
2 号棟 30 号( 4 階) 2K ※単

3

3

「
31
文
字
で
喜
多
方
を
詠
お
う
」入
賞
作
品

　
市
の
魅
力
を
詠
っ
た
作
品
は
、一
般
の
部
85
首
、ジ
ュ
ニ
ア
の
部
８

２
９
首
の
応
募
が
あ
り
、各
部
門
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
の
部

最
優
秀
賞  
物
江  
律
子
さ
ん（
高
郷
町
）

博
愛
の
岩
子
の
真
心
受
け
継
が
ん
看
護
学
生
あ
い
で
み
に
学
ぶ

優
秀
賞  

穴
澤  

盛
之
さ
ん（
喜
多
方
）

水
源
の
里
に
生
れ
し
山
都
そ
ば「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」の
名
に
も
相
応
し

優
良
賞  

真
壁  

千
代
子
さ
ん（
喜
多
方
）

お
酒
な
ら
飯
豊
の
水
と
蔵
仕
込
み
仲
間
集
え
ば
一
杯
や
っ
ぺ

優
良
賞  

伊
藤  

ス
エ
さ
ん（
喜
多
方
）

雄
国
嶺
の
ふ
も
と
か
す
み
ぬ
そ
ば
の
花
恋
人
坂
の
二
人
隠
す

優
良
賞  

生
江  

福
子
さ
ん（
高
郷
町
）

春
浅
き
阿
賀
の
川
面
に
若
人
ら
ボ
ー
ト
漕
ぎ
ゆ
く
オ
ー
ル
光
ら
せ

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

最
優
秀
賞  

折
笠  

凜
さ
ん（
第
一
中
２
年
）

朝
練
後
並
ん
で
す
す
る
朝
ラ
ー
の
し
ょ
っ
ぱ
い
夏
が

ま
た
や
っ
て
来
る

優
秀
賞  

松
崎  

優
那
さ
ん（
第
二
中
２
年
）

喜
多
方
の
酒
は
薬
と
晩
酌
を

グ
ビ
ッ
と
あ
お
る

会
津
の
じ
い
ち
ゃ
ん

優
良
賞  

遠
藤  

万
愛
さ
ん（
熱
塩
小
６
年
）

示
現
寺
に
岩
子
が
ね
む
る
お
墓
あ
り
私
が
目
指
す
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

優
良
賞  

小
林  

永
愛
さ
ん（
熊
倉
小
６
年
）

水
田
に

朝
日
と
夕
日

か
が
や
い
て

喜
多
方
一
望

恋
人
坂

優
良
賞  

渡
部  

永
暉
さ
ん（
熱
塩
小
６
年
）

日
中
線

昔
の
列
車

展
示
さ
れ

車
内
を
歩
く
と

気
分
は
車
掌

こ
こ
ろ

い
っ
ぺ

カ
ッ
プ
ル

問
中
央
公
民
館  

☎（
24
）４
８
１
１

２
９
首
の
応
募
が
あ
り
、各
部
門
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

博
愛
の
岩
子
の
真
心
受
け
継
が
ん
看
護
学
生
あ
い
で
み
に
学
ぶ

広報きたかた　2023. 11　⑰

　
小
学
校
５
年
生
の
時
に
父
の

仕
事
の
関
係
で
、米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
に
１
年
半
生
活
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、高
校
生
の
時

に
３
週
間
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経
験
が

あ
り
、将
来
は
英
語
を
活
か
し
た

国
際
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
外
国
人
住
民
と
地
域
と
の
共

生
モ
デ
ル
事
業
」の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。目
的

は
、市
内
で
生
活
し
て
い
る
外
国

人
住
民
と
地
域
住
民
が
共
に
安

心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
で

す
。ま
た
、化
粧
品
販
売
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
飲
食
店
で
も

働
い
て
い
ま
す
。

　
人
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、自
分
の「
も
の
さ
し
」を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、あ
る
事
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、直
ぐ
に
行
動
に
移
す

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
児
保
護
者
会「
そ

ら
い
ろ
」の
共
同
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。発
達
障
が
い
児
の
子
を

持
つ
親
と
し
て
、横
の
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
、よ
り
良
い
子
育

て
環
境
を
目
指
し
、日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、居
住
し
て
い
る
地
域
に

子
ど
も
会
が
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
図
る
た
め
、子
ど
も
会
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
幼
い
時
に
は
、夫
が

多
忙
で
あ
っ
た
た
め
、パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
私
が
病
院
や
療
育
な
ど
、

子
ど
も
の
対
応
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、子
ど
も
が
成
長
し
、

夫
も
子
育
て
に
関
わ
れ
る
余
裕

が
出
来
て
き
た
た
め
夫
婦
で
協

力
し
て
家
事
、子
育
て
を
し
て
い

ま
す
。

　
夫
婦
で
共
働
き
で
あ
り
、勤
務

体
系
と
し
て
は
、夫
が
フ
ル
タ
イ

ム
、私
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
す
。パ

ー
ト
タ
イ
ム
は
、休
暇
な
ど
の
取

得
が
し
や
す
く
、自
由
度
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、社

会
保
険
や
税
の
扶
養
の
関
係
な

ど
か
ら
収
入
の
制
限
な
ど
も
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、労
働

力
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
、

そ
れ
ら
の
壁
を
撤
廃
し
、自
由
に

働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

　
ま
た
、国
際
交
流
の
観
点
か
ら

は
、今
後
、外
国
人
住
民
が
増
加

す
る
と
、文
化
の
違
い
も
目
に
見

え
て
表
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
性
別
な
ど

に
関
係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、働
き

続
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

企
画
調
整
課  

企
画
調
整
班

☎（
24
）５
２
０
９

問

きらレポ vol.43進めよう男女共同参画

五
十
嵐
　千
春
さ
ん
に
聴
く

会
津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

　
１
９
７
８
年
栃
木
県
生
ま
れ
。結

婚
を
機
に
会
津（
北
塩
原
村
）へ
移

住
し
、平
成
26
年
か
ら
本
市
に
居

住
。現
在
は
夫
と
息
子
１
人
、娘
１

人
の
４
人
家
族
。休
日
は
、旅
行
や

映
画
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　現代においては、海外旅行へ行かなくても、地
域に生活している外国人の方が多くいらっしゃ
います。身近に海外の方と接する機会があるの
は、すごくありがたいことだと思います。
　せっかく近所にいるのだから、仲良くなれたら
良いなと思いますので、皆さん、「困っている」外
国人を見かけたら、是非、勇気を出して声をかけ
てみてください。それが国際交流の第一歩です！

い
　   

が
　  

ら
し
　
　
　
　
ち
　
は
る

国
際
交
流
に
関
心
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

お
仕
事
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

他
に
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

活
動
す
る
う
え
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

▲会津喜多方国際
　交流協会
　face book
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申
込
期
間
11
月
１
日（
水
）〜

14
日（
火
）

※

今
回
の
募
集
で
入
居
決
定

者
が
い
な
い
住
宅
は
、11
月
24

日（
金
）〜
令
和
６
年
１
月
10

日（
水
）の
間
、随
時
、入
居
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
方
法  

窓
口
に
備
え

付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
予
定
日
11
月
22
日

（
水
）

入
居
開
始
予
定
日
12
月
７
日

（
木
）

※

家
賃
は
収
入
な
ど
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

　
　
　
都
市
整
備
課  

営
繕
住

宅
係

☎（
24
）５
２
４
６
ま
た
は
各

総
合
支
所
産
業
建
設
課

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

問
申

○高齢者・障がい者世帯優先住宅

地域 団地名 部屋番号、階数、間取り
（※単＝単身入居可）

岩月町 下台団地 5 号棟 513 号( 1 階) 3DK ※単

豊川町 菅井団地 3 号棟 312 号( 1 階) 3DK

塩川町
恵比寿喜田団地 60 号棟 4 号( 1 階) 3DK ※単

御殿場団地 9 号棟 102 号( 1 階) 2LDK ※単

○入居者を募集する一般住宅

地域 団地名 部屋番号、階数、間取り
（※単＝単身入居可）

松山町 大荒井団地 3 号棟 331 号( 3 階) 3LDK
5 号棟 542 号( 4 階) 2LDK

豊川町 一ノ堰団地 7 号棟 80 号( 3 階) 3K ※単
8 号棟 100 号( 4 階)3K ※単

岩月町 下台団地 4 号棟 432 号( 3 階) 3DK ※単

豊川町 菅井団地
3 号棟 314 号( 1 階)3 DK
4 号棟 442 号( 4 階)3 DK
5 号棟 531 号( 階) 3DK

塩川町 御殿場団地 1 号棟 301 号( 階) 3LDK
8 号棟 401 号( 4 階) 3LDK

山都町
北松ノ前団地 1- 4 号( 木造平屋建)3 LDK

2- 9 号( 木造平屋建)3DK

松ヶ丘団地 B - 9 号( 木造 2 階建) 3LDK

旧喜多方 改良住宅 1 号棟 7 号( 2 階) 2K ※単
2 号棟 30 号( 4 階) 2K ※単

3

3

「
31
文
字
で
喜
多
方
を
詠
お
う
」入
賞
作
品

　
市
の
魅
力
を
詠
っ
た
作
品
は
、一
般
の
部
85
首
、ジ
ュ
ニ
ア
の
部
８

２
９
首
の
応
募
が
あ
り
、各
部
門
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
の
部

最
優
秀
賞  

物
江  

律
子
さ
ん（
高
郷
町
）

博
愛
の
岩
子
の
真
心
受
け
継
が
ん
看
護
学
生
あ
い
で
み
に
学
ぶ

優
秀
賞  

穴
澤  

盛
之
さ
ん（
喜
多
方
）

水
源
の
里
に
生
れ
し
山
都
そ
ば「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」の
名
に
も
相
応
し

優
良
賞  

真
壁  

千
代
子
さ
ん（
喜
多
方
）

お
酒
な
ら
飯
豊
の
水
と
蔵
仕
込
み
仲
間
集
え
ば
一
杯
や
っ
ぺ

優
良
賞  

伊
藤  

ス
エ
さ
ん（
喜
多
方
）

雄
国
嶺
の
ふ
も
と
か
す
み
ぬ
そ
ば
の
花
恋
人
坂
の
二
人
隠
す

優
良
賞  

生
江  

福
子
さ
ん（
高
郷
町
）

春
浅
き
阿
賀
の
川
面
に
若
人
ら
ボ
ー
ト
漕
ぎ
ゆ
く
オ
ー
ル
光
ら
せ

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

最
優
秀
賞  

折
笠  

凜
さ
ん（
第
一
中
２
年
）

朝
練
後
並
ん
で
す
す
る
朝
ラ
ー
の
し
ょ
っ
ぱ
い
夏
が

ま
た
や
っ
て
来
る

優
秀
賞  

松
崎  

優
那
さ
ん（
第
二
中
２
年
）

喜
多
方
の
酒
は
薬
と
晩
酌
を

グ
ビ
ッ
と
あ
お
る

会
津
の
じ
い
ち
ゃ
ん

優
良
賞  

遠
藤  

万
愛
さ
ん（
熱
塩
小
６
年
）

示
現
寺
に
岩
子
が
ね
む
る
お
墓
あ
り
私
が
目
指
す
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

優
良
賞  

小
林  

永
愛
さ
ん（
熊
倉
小
６
年
）

水
田
に

朝
日
と
夕
日

か
が
や
い
て

喜
多
方
一
望

恋
人
坂

優
良
賞  

渡
部  

永
暉
さ
ん（
熱
塩
小
６
年
）

日
中
線

昔
の
列
車

展
示
さ
れ

車
内
を
歩
く
と

気
分
は
車
掌

こ
こ
ろ

い
っ
ぺ

カ
ッ
プ
ル

問
中
央
公
民
館  

☎（
24
）４
８
１
１

広報きたかた　2023. 11　⑰

　
小
学
校
５
年
生
の
時
に
父
の

仕
事
の
関
係
で
、米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
に
１
年
半
生
活
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
、高
校
生
の
時

に
３
週
間
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経
験
が

あ
り
、将
来
は
英
語
を
活
か
し
た

国
際
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
外
国
人
住
民
と
地
域
と
の
共

生
モ
デ
ル
事
業
」の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。目
的

は
、市
内
で
生
活
し
て
い
る
外
国

人
住
民
と
地
域
住
民
が
共
に
安

心
し
て
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
で

す
。ま
た
、化
粧
品
販
売
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
飲
食
店
で
も

働
い
て
い
ま
す
。

　
人
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、自
分
の「
も
の
さ
し
」を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、あ
る
事
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、直
ぐ
に
行
動
に
移
す

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
児
保
護
者
会「
そ

ら
い
ろ
」の
共
同
代
表
を
務
め
て

い
ま
す
。発
達
障
が
い
児
の
子
を

持
つ
親
と
し
て
、横
の
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
、よ
り
良
い
子
育

て
環
境
を
目
指
し
、日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、居
住
し
て
い
る
地
域
に

子
ど
も
会
が
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
図
る
た
め
、子
ど
も
会
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
幼
い
時
に
は
、夫
が

多
忙
で
あ
っ
た
た
め
、パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
私
が
病
院
や
療
育
な
ど
、

子
ど
も
の
対
応
を
メ
イ
ン
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、子
ど
も
が
成
長
し
、

夫
も
子
育
て
に
関
わ
れ
る
余
裕

が
出
来
て
き
た
た
め
夫
婦
で
協

力
し
て
家
事
、子
育
て
を
し
て
い

ま
す
。

　
夫
婦
で
共
働
き
で
あ
り
、勤
務

体
系
と
し
て
は
、夫
が
フ
ル
タ
イ

ム
、私
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
す
。パ

ー
ト
タ
イ
ム
は
、休
暇
な
ど
の
取

得
が
し
や
す
く
、自
由
度
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、社

会
保
険
や
税
の
扶
養
の
関
係
な

ど
か
ら
収
入
の
制
限
な
ど
も
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、労
働

力
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
、

そ
れ
ら
の
壁
を
撤
廃
し
、自
由
に

働
き
続
け
ら
れ
る
制
度
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

　
ま
た
、国
際
交
流
の
観
点
か
ら

は
、今
後
、外
国
人
住
民
が
増
加

す
る
と
、文
化
の
違
い
も
目
に
見

え
て
表
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
性
別
な
ど

に
関
係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、働
き

続
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
が
必

要
だ
と
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え
て
い
ま
す
。
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際
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流
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９
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８
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れ
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を
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津（
北
塩
原
村
）へ
移

住
し
、平
成
26
年
か
ら
本
市
に
居

住
。現
在
は
夫
と
息
子
１
人
、娘
１

人
の
４
人
家
族
。休
日
は
、旅
行
や

映
画
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　現代においては、海外旅行へ行かなくても、地
域に生活している外国人の方が多くいらっしゃ
います。身近に海外の方と接する機会があるの
は、すごくありがたいことだと思います。
　せっかく近所にいるのだから、仲良くなれたら
良いなと思いますので、皆さん、「困っている」外
国人を見かけたら、是非、勇気を出して声をかけ
てみてください。それが国際交流の第一歩です！
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を
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た
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仕
事
に
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い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

他
に
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
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か
せ
て
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だ
さ
い

活
動
す
る
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え
で
大
変
だ
っ

た
こ
と
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す
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？
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各種相談日 各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。

休日の当番医（初期救急）

診療時間：午前９時～午後５時
日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
　
政

11 月     ６日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　  ９日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　 10 日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5208

12 月     ４日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

人　
権

11 月    16 日（木）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

人権擁護委員
樟山　久美子
大島　陽平

市民生活課
☎（24）5208

弁
護
士

11 月    24 日（金）
午前 10 時

～３時 30 分

本庁舎１階
相談室

弁護士
佐藤　竹義

市民生活課
☎（24）5208

行
政
書
士

11 月    21 日（火）
午後１時 30 分

～４時 30 分

本庁舎１階
相談室

県行政書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5208

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

日　　時 場　所 相　談　先
11 月   28 日（火）・30 日（木）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・育
児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利
用してください。相談を希望される方は、事前の電話予約をお願
いします。

健 康 相 談

日　時 場　所 予　約　先
11 月   ９日（木）
午前９時 30 分

～11 時 30 分
保健センター 保健課 健康推進室

☎（24）5223 または各総合支所住民課

妊娠時期から
出産、子育てについての不安や児童の障がいな
どの相談を窓口や電話、メールで受け付けてい
ます。相談内容などの秘密は厳守します。

子ども・子育て総合相談

日　時 場　所 相　談　先
月～金

（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分

～午後５時 15 分

本庁舎１階
こども課

こども課 子育て支援班
☎（24）5229 または各総合支所住民課 

休　日 病院・医院名
11 月 　   ５日（日） いとう眼科（西四ツ谷）

☎（22）5900

12 日（日） 入澤病院（蒔田）
☎（22）0267

19 日（日） 大竹内科（幸町）
☎（22）0241

23 日 （木・祝） 小野病院（沼田）
☎（22）0414

26 日（日） 医療生協きたかた診療所
（押切東）

☎（23）3611
12 月 　   ３日（日） 喜多方市地域・家庭医療センター

（西四ツ谷）
☎（24）5320

休日の輪番制病院（2 次救急）

休　日 病院・医院名
11 月 　   ５日（日） 佐原病院（塗物町）

☎（22）5321

12 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

19 日（日） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

23 日 （木・祝） 会津医療センター（会津若松）
☎ 0242（75）2100

26 日（日） 佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

12 月 　   ３日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）
☎（24）5021

こころの健康相談

日　時 内容 場所・相談先
11 月  7 日・21 日（火）
12 月  5 日（火）
午後１時 30 分

～３時 30 分

心の
健康相談

（匿名可） 会津保健福祉事務所
☎ 0242（29）5275

11 月  17 日（金）
午後１時 30 分

～3 時 30 分

うつ病
家族教室

12 月 11 日（月）
午後１時 15 分～

こころの
健康相談

申込期限
12 月 4 日（月）
保健課 健康推進室
☎（24）5223 または
各総合支所住民課

消
費
生
活

月～金
（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）
午前８時 30 分
 　　　  ～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド



広報きたかた　2023. 11 〇19

新刊案内  （一部）

児童図書

一般図書

図書館だより
・あなたが誰かを殺した 東野 圭吾
・でぃすぺる 今村 昌弘
・777 伊坂 幸太郎
・カレーライスと餃子ライス 片岡 義男
・顔面放談 姫野 カオルコ
・人間国宝という生き方 渡辺 紀子
・天声人語　2023 年 1 月ｰ6 月 朝日新聞論説委員室
・オタクと推しの経済学 牧 和生
・ムツゴロウさんの最後のどうぶつ回顧録 畑 正憲
・虚無レシピ リュウジ

・ぽわぽわもりのおかいもの かとーゆーこ
・うんどうかいバス 藤本 ともひこ
・そらまめくんのごめんなさい なかや みわ
・ぴっぱぴっぱのふしぎなくに 糟谷 奈美
・まじょのナニーさん 10 藤 真知子
・しかばねの物語 星 泉
・理系の職場 6 こどもくらぶ
・ヨシちゃんの沖縄戦 中地 フキコ
・はな 神永 曉
・ふしぎだらけのウナギ 黒木 真理

◆開館時間　※状況により変更する場合があります。
○火～金…………午前9時30分～午後7時
○土・日・祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休館日………… 11月６日（月）、13日（月）、20日（月）、

27日（月）、12月４日（月）
問申 図書館  ☎（22）1855

喜多方プラザ催し物のご案内

問 喜多方プラザ  ☎（24）4611

喜多方市美術館 information

●次回展覧会 「収蔵作品展」 12月16日（土） ～ 令和６年１月９日（火）

　美術館では、「2023 公募：ふるさとの風景展 in 喜多方」の作品を募集してい
ます。描く人それぞれがイメージする「ふるさと」を表現した絵画作品が対象で
す。昨年度は全国から 87 点の応募がありました。皆さんからのご応募をお待ち
しております。詳しくはホームページ、または美術館まで問い合せてください。
●作品受付・搬入
　11 月 27 日（月） 午前 10 時～午後７時、
　     〃      28 日（火） 午前 10 時～午後４時 30 分 
●入賞・入選作品の展示 
　令和６年３月２日（土）～24 日（日）

▲ 昨年度大賞受賞作品
　 《照映》  吉田   努▲ 市美術館ホームページ

「2023 公募：ふるさとの風景展 in 喜多方」作品募集

◆イベントのお知らせ◆
■書庫開放デー

　普段は入れない書庫の１階部分を開放し
ます。
日時：11 月３日（金・祝）
　　　①午前 10 時～正午   ②午後 2 時～4 時
受付：当日、カウンターで受け付けます
対象：貸出カードをお持ちの小学生以上の方
　　　（小学生の方は保護者同伴）

■喜多方市立図書館 読書感想画展
　本を読んで心に残った１場面を自由に描
く「読書感想画」。応募で集まった市内小学
生の彩り豊かな作品を展示します。
開催期間：11 月 7 日（火）～12 月 3 日（日）
場　　所：図書館 １階  ロビー

月　日 曜  日 イベント名 時　間 入場方法

11 月 ３日 金 ･ 祝 喜多方プラザ企画公演 U ターンコンサート
志田智子 ピアノトリオリサイタル

開場 午後１時 30 分
開演 午後２時

自由席　　 2,000 円
高校生以下 1,000 円

11 月 12 日 日 古稀の歌姫 令和に歌うのりちゃん 開場 午後１時
開演 午後２時 自由席  1,500 円

11 月 23 日 木 ･ 祝 喜多方プラザ 40 周年記念
「喜多方プラザライブハウス計画」

開場 午後５時 15 分
開演 午後６時 スタンディング 5,000 円

11 月 26 日 日 市文化祭・県芸術祭参加行事
ダンスムーブメント 2023

開場 午後１時
開演 午後１時 30 分 自由席  1,000 円

12 月２日～３日 土～日 Ｓｔｅｉｎｗａｙを弾いてみよう
午前９時 30 分

～午後４時 50 分
※ 1 区分／30 分

参加料  1,000 円

問  美術館 ☎（23）0404



【表紙の写真】

喜
多
方
の

きたかたフォトニュース

令和５年９月１日現在／人口  42,497 人（男 20,518 人 女 21,979 人） 世帯数 16,106 世帯
８月中の動き／出生  22 人　死亡   72 人　転入 75 人　転出  73 人

　10 月 13 日（金）、園児たちがさつまいも掘りをしていました。頑張って掘り進めていき、土の中から
さつまいもが出てくると、宝物を掘り当てたように喜んでいました。
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▲ 伊藤将和 《花・永遠の愛》 2019 年
　 51.5 × 80.5㎝  パネル・鉛筆・木炭

▲
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10 月 14 日　山都そば＆観光物産まつり10 月 14 日　山都そば＆観光物産まつり 10 月 18 日　森林環境学習  シダレザクラの苗植樹10 月 18 日　森林環境学習  シダレザクラの苗植樹

10 月 8 日　会津塩川バルーンフェスティバル10 月 8 日　会津塩川バルーンフェスティバル
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